
圏央道 相模原ＩＣが

３月２９日（日）１２時に開通します。

国土交通省関東地方整備局相武国道事務所、中日本高速道路株式会社東京支社

が整備を進めてきた「首都圏中央連絡自動車道 相模原IC(インターチェンジ)」

が平成２７年３月２９日（日）１２時に開通し、相模原ICから圏央道が利用でき

るようになりますので、お知らせいたします。

【開通日時】平成２７年３月２９日（日）１２時

【開通箇所】首都圏中央連絡自動車道 相模原ＩＣ

- 開通による主な効果 -
効果① 国際競争力と成長～民需の拡大～
● 環状道路の整備により、沿線に物流施設や工場が立地する等、民間の投資を

喚起します。

● 相模原市では、産業集積促進条例（ＳＴＥＰ５０）を施行し、

積極的な企業誘致に取り組むなど、地域産業活性化への期待が高まっています。

効果② 地域経済の好循環 ～圏央道へのアクセス強化～
● 次々つながる圏央道により、神奈川－栃木・群馬間等の相互アクセスが大幅に向上。

● 相模原市内から圏央道へのアクセス強化が図られます。
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圏央道開通箇所概要

○首都圏中央連絡自動車道（圏央道）は、首都圏の道路交通の円滑化・環境改善、沿線都

市間の連絡強化等を目的とした都心から半径およそ４０～６０ｋｍの位置に計画されて

いる総延長約３００ｋｍの環状の自動車専用道路で、現在までに約１９６ｋｍが開通し

ています。

○今回開通箇所の概要

・路線名 ：国道４６８号首都圏中央連絡自動車道（圏央道）

・開通箇所：相模原ＩＣ（相模原市緑区小倉）

・ｱｸｾｽ道路：津久井広域道路（相模原ＩＣと同時供用）

・開通日時：平成２７年３月２９日（日）１２時

■今回開通箇所の平面図
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みどりくおぐら

平面図

平成２６年６月 開通済区間

全体図

平成２４年３月 開通済区間

平成２５年３月 開通済区間

平成２２年２月 開通済区間

平成２７年３月２９日
開通箇所

平成２７年３月８日 開通予定区間



今回開通箇所の状況
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■今回開通箇所の周辺図

■今回開通箇所の状況

至八王子ＪＣＴ

至海老名ＪＣＴ

至相模原市街
津久井広域道路

相模川

至相模湖

相模原ＩＣ

※アクセス道路の津久井広域道路（相模原市が事業中）も同時に開通予定です。

平成２６年７月撮影

平成27年3月8日
開通予定

※赤線部分が相模原ＩＣ



効果①：国際競争力と成長～民需の拡大～

・環状道路の整備により、沿線に物流施設や工場が立地するなど、民間
の投資を喚起します。

・相模原市では、産業集積促進条例（STEP50）を施行し、積極的な企業
誘致に取り組むなど、地域産業活性化への期待が高まっています。

事
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出典）国土交通省調べ
平成7年以降の物流施設、工業団地、工場の立地を抽出

※区間の開通時期については、土地収用法に基づく
手続きによる用地買収が速やかに完了する場合
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■相模原市内の立地企業※１の進出

凡例

立地企業

橋本駅南入口 相模原市内に多くの企業が立地

■企業の声

※１：立地企業： 産業集積促進条例（STEP50）にて平成22年度以降に認定された企業

■物流施設や工場の立地等、民間の投資を喚起

圏央道相模原愛川ＩＣ～高尾山ＩＣの整備や相模原ＩＣ等の整備が立地を決めた要因の１つであ
る。圏央道の利用により、都心部を通過せず、埼玉方面への配送も可能となり、また中央道・東名道の
双方を利用できる点で物流企業に好評をいただいている。

平成２７年１月１４日（水）ヒアリング調査

相模原愛川IC
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＜ＩＣアクセス時間※２の変化＞
[分]

平均所要時間

６分（約３割）短縮

※２ プローブデータ
平成２６年７～１０月平日昼間１２時間平均

相模原ＩＣ

※産業集積促進条例（STEP50）とは：将来にわたる持続的な市内産業の発展やより強
固な産業集積基盤の形成をめざし施行された相模原市条例。企業立地等の促進、市民
の雇用機会の創出及び拡大を図るための様々な奨励措置や中小企業等に対しての特
別融資制度がある。
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効果②：地域経済の好循環～圏央道へのアクセス強化～

・次々つながる圏央道により、神奈川－群馬・栃木間の相互アクセスが
大幅に向上。

・相模原市内や多摩地域等から圏央道へのアクセス強化が図られます。

■圏央道へのアクセス強化

現在は、行き先に応じて高尾山ＩＣ、相模原愛川ＩＣ（いずれも２０分ほど）を使い分けている。

相模原ＩＣができれば、２分程度で高速にアクセスでき、劇的に物流が変わると考えている。

平成２６年１０月２１日（火）ヒアリング調査

■企業の声

八王子JCT

＜ＩＣアクセス時間※１の変化＞
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圏央道ルート
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東京都

平成２７年３月８日
開通予定

相模原市役所
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ＩＣアクセス時間が
約３割（１２分）短縮

＜相模原ＩＣの状況＞

撮影：平成２７年１月２８日
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※1 プローブデータ 平成２６年７～１０月平日昼間１２時間平均



今回開通箇所等の料金

相模原ＩＣから主要ＩＣまでの料金表

※上記は主要ＩＣ間の料金（ＥＴＣ）のみを表示しています。
上記以外のＩＣ間の料金や割引後の料金、現金車の料金については
中日本高速道路㈱ホームページ（ＨＰ）などで改めてお知らせいたします。

※各種割引の適用条件等の詳細については、ＨＰをご確認ください。

＜通常（深夜を除く）の料金（ＥＴＣ）＞ 単位（円）

路線 距離（㎞） 軽自動車 普通車 中型車 大型車 特大車

相模原 桶川北本 圏央道 61.4 1,510 1,900 2,270 3,130 5,210

相模原 高尾山 圏央道 5.9 200 250 310 420 700

相模原 相模原愛川 圏央道 8.9 310 380 460 630 1,060

相模原 東京 圏央道⇔東名 54.8 1,590 1,970 2,360 3,250 5,410

相模原 厚木 圏央道⇔東名 22.0 750 930 1,110 1,520 2,540

相模原 八王子 圏央道⇔中央道 18.1 350 470 600 870 1,550

＜深夜（０時～４時）の料金（ＥＴＣ）＞ 単位（円）

路線 距離（㎞） 軽自動車 普通車 中型車 大型車 特大車

相模原 桶川北本 圏央道 61.4 1,350 1,690 2,020 2,790 4,640

相模原 高尾山 圏央道 5.9 140 180 220 290 490

相模原 相模原愛川 圏央道 8.9 220 270 320 440 740

相模原 東京 圏央道⇔東名 54.8 1,220 1,480 1,760 2,390 3,890

相模原 厚木 圏央道⇔東名 22.0 630 750 890 1,170 1,880

相模原 八王子 圏央道⇔中央道 18.1 350 470 600 820 1,300

区　間

区　間
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